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   開     議 

 

 

○浅野敏明議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員は、ございませ

ん。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 なお、渡部秀樹議員及び赤間𣳾広議員から、

資料の配付について申出があり、会議規則第

150条の規定により許可いたしましたので、ご

報告いたします。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

３号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○浅野敏明議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 今泉春江議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 順位６番、議席番号14番、今泉

春江議員。 

  （14番今泉春江議員登壇） 

○１４番 今泉春江議員 おはようございます。

日本共産党の今泉春江でございます。 

 まず最初に、コロナワクチン接種により多く

の職員の皆様、また医療関係の皆様におかれま

しては、きめ細かな対応に心より感謝を申し上

げます。ありがとうございます。 

 それでは、質問に入らせていただきます。 

 私は、内谷市長に３つの提案と質問をいたし

ます。 

 まず第１は、高齢者の補聴器購入費助成条例

の創設について提案します。 

 高齢期になると聴力機能が低下し、聞き返し

が多い、聞きにくく会話の中に入っていけない、

全てにつらいなどの切実な声が寄せられます。

また、社会参加なども聞こえにくいために支障

が起きてしまいます。さらにコロナ禍、自粛な

どでお年寄りが孤立するケースや、その影響で

認知症の危険も増えているとの報告もあります。 

 しかし補聴器を早期に軽いうちからつけられ

るようにすれば、生きがいと社会参加促進にな

り、認知症対策としても効果があるとされてい

ます。しかし補聴器は片耳平均15万円、６万円

以下のものもありますが、高額で購入できない、

片耳だけで我慢しているなど、不便な生活に甘

んじる高齢者が多数います。そこで、補聴器購

入費助成をすれば、補聴器購入のきっかけにな

ります。そのために認知症や聴力機能の低下の

ある高齢者に対し、補聴器の購入費の一部を助

成する自治体が全国に広がっています。 

 まず、東京都の事例です。東京都23区では、

補聴器助成制度が15区で制定済みです。2019年

から2021年にかけて６区が実施に踏み切りまし

た。練馬区などでは難聴者や補聴器の実態基礎

調査が行われ、聞こえの状態、補聴器の使用状

況、補聴器を持っていない理由など広範な分野

で行われ、区は第８期高齢者保健福祉計画・介

護保険事業計画に早期からの認知症予防活動の

充実のために、補聴器購入費用の助成を行うこ

とを盛り込みました。これにより、来月の７月

から助成制度がスタートします。練馬区の補聴

器購入助成制度の対象者は65歳以上の区民税非

課税世帯の人、専門医が補聴器の必要性を認め

た人。助成限度額は２万5,000円、身体障害者
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手帳を持つ高度難聴者の人は対象外となってい

ます。 

 また、もう一つの事例を紹介します。静岡県

長泉町は2013年に補聴器助成制度をスタートさ

せました。町の長寿介護課の職員は、全国で最

初かどうかは分かりませんが、静岡県では最初

だと思いますと話されています。しかし、長泉

町では請願や市民団体からの要請があったわけ

ではありません。役場の業務の中で、耳が聞こ

えにくく会話の中に入っていけない、社会参加

に支障があるなど、お年寄りが孤立するケース

や認知症の危険もあったため、町担当課で起案

し、制度化したというものです。他の自治体か

らの問合せも少なくないと話されています。長

泉町の事業の実施要綱の第１条には、聴力低下

がある高齢者に対し、補聴器の購入費の一部を

助成することにより、高齢者の生きがいづくり

と生活支援及び社会参加の促進を図るとありま

す。65歳以上で聴力レベルが50デシベル以上70

未満の方が対象です。助成額は購入金額の２分

の１以内、上限３万円で所得制限はありません。 

 そこで提案します。長井市の高齢者の難聴、

聞こえづらい方々の実態を把握するために調査

が必要です。補聴器を使用されている方はどの

くらいいるのか、必要だが購入できない方がい

ないか、なぜ購入できないのかなどの調査も大

事かと思います。基礎調査を実施してください。 

 そして、新市庁舎では窓口で座って対応でき

るようになり、市民は落ち着いて相談できます。

職員も窓口にいらした高齢者の聞こえの様子な

どを把握しやすくなりました。担当職員の意見

などもお聞きになり、長井市でも全国の事例を

参考に補聴器購入費助成を行ってはいかがでし

ょうか。これによってコロナ禍で困っている商

店の助けにもなると思います。 

 長井市の場合、この助成金を所得制限なしで

助成額を２万5,000円とし、年間20人と試算し

ても50万円です。30人でも75万円です。３万円

としても年間20人で60万円、30人でも90万円で

可能です。この補聴器助成が補聴器購入のきっ

かけになれば、難聴者の大きな支援となり、認

知症対策やフレイルの進行予防にも効果がある

のではないでしょうか。補聴器購入費助成制度

創設を提案します。市長の答弁を求めます。 

 第２に、市道及び生活道路の改修を求めます。 

 多くの市民が注目した大きな公共施設、長井

市民文化会館、新市庁舎、給食共同調理場等の

改修や建設が終了いたしました。そこで、今度

は市民の安全な生活環境の改善に努めていただ

きたいと思います。 

 その一つにまちなかの市道が大変傷んでおり、

改修を求める声が届いています。近年大きな改

修は行われていないようですが、消雪の影響な

どもあり傷みがひどくなっております。まちな

かは車の往来も多く、歩道のない道路は歩行者

にも危険です。 

 道路のくぼみが大きくなり、車が通過するた

びに大きな音がしたり、マンホールの周りのへ

こみは車の運転にも注意が必要な場所も多数あ

ります。雨の日にはくぼみにたまった水が歩行

者にかかったり、ひどいところは家の玄関にま

でかかってしまいます。さらに消雪の水は鉄分

があり、水がかかったところはさびが発生し、

大変困っているとの声も届いています。また、

踏切前は車が一時停止するために道路のアスフ

ァルトが波打っていて危険です。これらの市道

の改修が急がれます。まちなかの市道の早期改

修を求めます。 

 次に、あら町の石畳の道路が大変傷んでいま

す。昨年の低温の影響で石畳とアスファルトの

境が深くえぐれており、修理のための印が何か

所もされていますが、毎年、何か所も同じとこ

ろが傷んでしまいます。年々ひどくなるようで

す。当初から石畳のリスクが指摘されていまし

たが、あら町商店街の皆様や当時の地区長さん

たちの強い要望もあり石畳が造られました。し
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かし、頻繁に車が通る場所の石畳はすぐ割れて

しまい、最近は石でなくアスファルトで修理さ

れているところもあるようです。 

 また、一番の問題は、消雪の水が石畳の継ぎ

目に入り、消雪の効果が半減しています。その

ために雪が残り石畳が凍結し、高齢者の転倒も

あったりします。当時積極的に勧めた地域住民

の皆様も、近年、石畳のリスクを何とかしてほ

しいと話されていますが、重要文化的景観の一

つでもある石畳を、観光や住民の生活に生かし

ていくために今後どのような維持管理をなさっ

ていくのかが大きな課題です。 

 まず、問題箇所の早期の改修を求めるととも

に、今後どのような維持管理をなさっていくの

か、市長に答弁を求めます。 

 第３に、市民の生きる励ましになる市民美術

館の設立を提案します。 

 コロナ禍で私たちの生活は大きく変わってき

ました。全てに自粛が要請され、続いています。

コロナ禍のこういうときこそ文化、芸術が大き

な励ましになっていることを改めて感じていま

す。 

 私は、小学生のときから絵を描くことが好き

でした。大人になってからは時間もなく絵は描

けていませんが、たまに絵手紙などを描き、自

画自賛しています。また、絵画が好きですので、

旅行に出かけますと必ず美術館を訪れます。青

森県では棟方志功美術館や、長野県ではちひろ

美術館や碌山美術館などを見て回りました。海

外旅行でも必ず美術館は訪ねます。パリのルー

ブル美術館でのモナリザやロシアのエルミター

ジュ美術館、イタリア・フィレンツェのウフィ

ツィ美術館のビーナスの誕生など、有名な絵画

を見たときの感動は格別です。絵画や彫刻の鑑

賞だけではなく、歴史、文化も学習できますし、

私にとっては生きるための宝物のような美術館

巡りです。今後も機会があれば続けていきたい

と思っています。 

 さて、長井市には日本画の菅原白龍氏、版画

家、菊地隆知氏、彫刻家の長沼孝三氏など多く

の著名な方々がいらっしゃいます。その方々か

らは多くの作品を長井市に寄贈されています。

今回、菊地隆知氏からは253点という多くの作

品を寄贈いただきました。近年、芳文社から彫

刻なども寄贈されていますが、どれも長井市に

とっては貴重なものばかりです。長沼孝三氏以

外は展示場もなく、せっかくの作品もなかなか

市民に見ていただく機会がなく、大変残念です。

問題は、これらを展示し、市民に鑑賞してもら

う場所がないことです。 

 そして、何よりも市民の皆様の作品を発表、

展示する整った場所が必要です。そのために展

示する場所をつくらなければなりません。 

 そんな中、市民の中から市民美術館の設立を

求め、署名や会員を募る運動が起こっています。

そして美術館の設立を求める要望書が署名とと

もに市長に出されました。さらに請願も議会に

出され、美術館の設立は市民の大きな願いにな

っています。市民の文化活動を振興させるため

にも、展示場所をつくる必要があります。美術

館の設立は、文化のまち長井市にするために不

可欠なものです。多くの市民の願いである市民

美術館の設立を求めます。市長のお考えをお聞

かせください。 

 以上３点を申し上げ、壇上からの提案と質問

といたします。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 おはようございます。 

 今泉春江議員から、大きく３点ほどご提言、

またご意見をいただきました。順次お答えを申

し上げます。 

 まず最初に、高齢者の補聴器購入費助成条例

の創設についてということで２点ご提案、ご提

言等々いただきました。 

 まず最初に、高齢者の難聴、聞こえづらい実

態調査の実施をしてはいかがかというご提言で
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ございます。 

 高齢者の聴力機能低下は社会参加に支障を来

し、周囲から孤立することとなったり、また認

知症発症の要因の一つと捉えております。これ

は議員からも詳しくお話があったとおりでござ

います。 

 地域包括支援センターでは、毎年、70歳と75

歳から90歳の方を対象に、高齢者健康調査を実

施しておりまして、調査結果により個別的な支

援を中心に行ってまいりました。支援の必要な

方へ訪問したり、介護予防教室等のサービスに

つなげ、要介護状態になるのを予防する取組を

しております。 

 聴覚に問題がある場合は、専門職の助言をお

願いしているところでございます。高齢者健康

調査の内容として、聴覚についての質問項目を

今年度からまずは追加いたしまして、生活の中

で不安を感じることなどを含めて、高齢者の実

態や課題、あわせて、長井市の全体的な傾向や

対象者数などが把握できないか検討してまいり

たいと思っております。 

 議員がおっしゃるように、難聴者や補聴器の

実態基礎調査、こういったものにつなげていか

なきゃいけないと考えているところでございま

す。 

 最初のご提言の２つ目でございますが、高齢

者への補聴器購入費の助成についてでございま

す。 

 ただいま答弁申し上げましたとおり、長井市

では高齢者の生活機能の維持向上を目的とした

介護予防事業を実施するに当たり、これまで個

別的な支援を中心に行い、その方に合った運動

教室をご案内したり、専門職が訪問指導などを

行うこととしております。 

 高齢者の聴力機能低下が孤立や認知症の原因

の一つになっていると思われますので、長井市

の高齢者の聴力低下の実態をまず調査させてい

ただきたいと思っております。 

 現在、国、県からの補助はないため、長井市

の単独の一般財源で行うということになります

ので、本当に補聴器が必要な方のご苦労という

のは、私も両親などを見てて本当に大変だなと

思っております。ただ、やっぱり全体的に、こ

ういう難聴の方ももちろん、何らかの形で行政

のほうで支援をするということも必要だと思い

ますし、ほかにも様々な病気等々で困っておら

れる方もいらっしゃいますので、そういったこ

とも含めて総合的にやっぱり考えていきたいと。

ただし、山形県内ではないようではございます

が、長井市としては、ほかの市町村がしてない

からしないということではなく、本当にバラン

ス的にこういった難聴でお悩みの方の支援をす

るということは、やっぱりいろんな形でこれは

必要なことと考えております。 

 議員ご指摘のとおり、東京都が一番進んでる

ようでございますが、高齢者の補聴器購入費の

助成を既に実施しているところからの情報収集

も併せて行いまして、申請状況や実績、評価な

どを確認して、今後どうするか検討してまいり

たいと思います。 

 続きまして、２点目の市道及び生活道路の改

修についてのご提言についてお答え申し上げま

す。 

 初めに、長井市は現在、例えばこの市庁舎が

一番古い建物だったわけですが、63年目という

ことですね。あとは現在工事を行ってる公立置

賜長井病院も50年を過ぎておりますし、あと学

校給食共同調理場も55年、長井市民文化会館も

50年近くなっておったということ。そして平成

28年から令和７年までの10年間の公共施設整備

計画の中で、まだ未着手のものが南北中学校の

大規模改修の工事がございます。それと今年着

工予定のいわゆる多機能型図書館と子供の屋内

遊戯施設、子育て世帯の応援施設ということで、

これは非常に要望が強かったものを、あるいは

現在の図書館が非常に耐震度が弱いということ
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からこれを行っていくわけですが、そういった

ものは、やはり何とかこういった施設を、今だ

といろんな支援があってできるということで行

ってきたものですが、一方で、じゃあ快適なっ

ていいますかね、暮らしていく上で欠かせない

生活道路の整備はおろそかにしてはいけないん

じゃないかということ、ではなくて、これはこ

れでしっかりと、その10年計画の大型公共事業

とは別に、毎年計画的に進めているところです。 

 かつて平成10年頃から平成二十四、五年ぐら

いまでは、財政再建の中でこういった生活道路

の維持補修も全体的に、いわゆるマイナスシー

リングで20％削ったり、あるいは新規の歩道な

んかは一切しないで何とか市民の皆様にご協力

いただいてきたという今までの経過がございま

すけれども、毎年度、経常経費として道路維持

修繕業務委託料というのを行革以前に戻しなが

ら、そういった財源を確保しまして道路を常時

良好な状態に保つため、道路の維持修繕を実施

しております。 

 ただ、議員がおっしゃいますように、まちな

かは消雪道路が多いもんですから、通常の機械

除雪している地域から比べれば、舗装の損傷が

大きいと。あとは、指摘ございましたように、

どうしても水の関係から穴ぼこができたり、あ

るいは道路の路肩の部分が壊れたりとか、そう

いったところが数多いというのは承知しており

ますので、この辺のところについては、これか

ら申し上げますけれども、より一層丁寧に、そ

して危険性のない、そういった状況で修理をし

ていくということで考えております。 

 昨年度、令和２年度は、市内全域126の市道

路線がございますけども、607か所の修繕を行

っておりまして、令和３年度につきましても、

市内６地区のブロックで分けて管理をしており

ますが、道路に白いマーキングがされているの

をご覧になっているかと思います。まずは春先

にそういったマーキングをして、その後も順次、

やっぱり壊れるところ、あるいは穴ぼこが広が

ったりとか、そういったところは随時パトロー

ルをしてチェックをしております。そして緊急

度の高い箇所から修繕作業を実施しております。 

 また、マンホール周りについては、上下水道

課等の道路専用車で、線路の踏切前後につきま

しては鉄道事業者で修繕を行うこととなってお

ります。 

 しかしながら、緊急的な応急措置では対応で

きなくなっている路線もあることから、それら

については年次計画を立て、社会資本整備総合

交付金の防災安全交付金を適用させ、現在も今

後も舗装補修工事を行ってまいります。令和３

年度は小出南線ほか２路線、幸町中道線、平高

野線、大沢線の工事を行う予定です。また、緊

急自然災害防止対策事業債の有利な起債事業を

活用しまして、西裏線や平山境町線の工事を行

う予定でございます。 

 市には多くの地区や団体から道路改良等のご

要望をいただいております。令和３年度では21

の地区及び団体から、また道路改良等の要望も

33件、交通量や公共性、危険性などにより、優

先度を考慮しながら事業に取り組んでおります。 

 まちなかの市道については、車の交通量も多

く、また消雪道路の影響等で道路が傷みやすい

ため、重点的にパトロールを実施するとともに

危険箇所の修繕作業を行い、緊急を要するもの

については迅速に対応しております。今後も安

全な道路交通環境の推進を図り、幹線道路及び

生活道路の安全を確保してまいりたいと思いま

す。 

 なお、やはり大がかりな工事については、国

の補助事業で社会資本整備総合交付金事業とい

うのがございます。これは５割の補助事業なん

ですが、かつて平成10年頃がピークで、山形県

内では現在はその３分の１の事業額になってお

りまして、要は３分の１ぐらいにそういった予

算は減らされてしまったということで、私ども
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も10か所ぐらい今要望を上げてても、２か所か

３か所ぐらいしか採択してもらえないという状

況でございます。 

 なお、今年は幸町中道線が3,020万円、大沢

線が256万4,000円、平高野線が1,000万円、小

出南線、大屋敷１号線、谷地仲町線、これが

3,500万円ということで採択になっております。

あと、地方道路整備事業、これは市の単独事業

なんですが、唐梅白兎線1,539万円、向東線

1,350万円。あと地方道路整備事業、これは緊

急自然災害防止対策事業という非常に有利な起

債で行う事業ですが、これで西裏線と平山境町

線を行っており、これは舗装補修で4,000万円

の事業費でございます。 

 あと、もう一方、まちなかの、特に庁舎周り

の道路につきましては、国土交通省の都市構造

再編集中支援事業で長井駅前線、これについて

は大がかりな工事ということで１億4,868万

9,000円、あとはグンゼ通りのほうになります

けれども、西裏線の歩道整備が4,511万4,000円

ということになっております。 

 なお、令和２年度道路補修状況については、

先ほど申し上げましたけれども、126路線で607

か所の補修をしておりますが、まだまだ不十分

と思っておりますが、それを補完する意味で、

議員もご承知かと思いますが、協働のまちづく

り事業ということで、地区内でどうしても緊急

に舗装やら、あるいはちょっと改修が必要だ、

場合によっては水路も入れ替えしてほしいとい

うことに対して、公共事業でやる場合は実施測

量から予算をつけて、そしてそこから必要だっ

たらば用地買収とか、そして事業費を設計して

工事ということで、少なくとも整備をする決定

をしてから着工まで早くて３年ぐらいかかると

いうことで、この協働のまちづくり事業は、１

年間の事業は最大で80万円なんですが、これを

地元の方に協力いただいて、地元の建設業の皆

さんとか、あるいは重機をお持ちの人などにも

お願いしながら一緒になって工事をするという

やり方で、その年に採択をして、最大で２年間

継続してできると。最近は５年間ぐらいに延ば

して、継続してその事業でやっていくというこ

ともやっておりますので、もし本当にどうして

も緊急な場合、急ぎという場合は、市のほうで

も検討しますが、そういった地区と一緒になっ

てやるやり方もございますので、ぜひご活用い

ただけますようにご助言などをいただければ幸

いでございます。 

 この項の２点目のあら町、石畳の今後の改修

計画についてでございます。 

 堀切粡町線の環境整備工事、石畳舗装工事に

つきましては、第２期の都市再生整備計画事業

において、道の駅川のみなと長井と、それを補

完するフットパス整備と併せ、まち歩き観光の

一つとして舟運文化のまち並みを色濃く残す沿

線とすべく、修景整備の一環として平成25年に

完成したものでございます。これはパッケージ

事業でございまして、こういった道路整備と、

また様々なまちなかのサインを作ったり、そし

て基幹事業が道の駅ということで行ったもので

ございますが、本事業の計画に際しましては、

市議会でも道の駅の是非の議論とも相まって、

全てを石畳にするか車道だけにするか、あるい

は散水ではなく無散水が適当なのではないかと

様々な議論がなされました。最終的には地元あ

ら町地区との協議の上、全面的に石畳にしたか

ったんですが、なかなか事業費がかさむという

ことから、車道部の4.0メートルについては脱

色舗装で施工いたしまして、両肩、路肩部分で

すね、それぞれ1.5メートルを石畳にして施工

して完成しております。 

 今年で８年の歳月が経過いたしまして、経年

劣化が発生してるのも事実でございます。車道

がアスファルト、路肩が石畳のために、軟らか

い部分と硬い部分の接点が肉痩せを起こして、

そこから雨水や消雪水が浸透し、石張りを浮か



 

―８７― 

せ、剥がれる現象が起きています。現在のとこ

ろ、パトロールや沿線住民の方の連絡により随

時補修を行っているところです。 

 ここは実際1.5メートルの石畳の部分と車道

の部分と、対面から車が来ますと、どうしても

その石畳と舗装の間辺りを車の左のタイヤが通

るんですね。どうしてもそこがかたかたかたと

いうのがやっぱり非常に私も気になったんです

が、その結果、ちょっと今、あら町地区、地元

の皆様にも心配とか迷惑をおかけしてるところ

なのかなと思っております。 

 根本的な解決策としましては、消雪巻き立て

コンクリートから車道部を含めて全て石畳にす

るか、あるいは自動車の輪荷重を考慮しまして、

石畳を、１メートル50あるんですが、１メート

ルぐらいまで後退させて、結局、車通るところ

は舗装ということで、歩いていただくところを、

１メートルぐらいちょっと狭くはなるんですが、

後退させた上で、アスファルトと石畳の接合部

に、地先境界ブロックっていいますかね、間に

ブロックを置いて、それ以上アスファルトが壊

れない、あるいは石畳が壊れないような境界を

つくるということで、現場打コンクリートで縁

切りを行うかのどちらかが適当だと思われます。

ただ、工事費やランニングコストなどを考慮い

たしますと、やっぱり全面石畳はお金がまたさ

らにかかりますので、地元とも相談しますが、

そういったことで少し石畳の部分を後退させて、

あんまり音もかたかたしなくなりますし、そう

いったことで行ったほうがいいのかなと思って

おります。 

 なお、消雪で今まで石畳にする前は水路の整

備がちょっと不十分だったんですけども、石畳

を路肩部分に造る際に、消雪の水路の部分を併

せて整備させていただいたんで、それは非常に

地元からは感謝されたと記憶しております。 

 なお、最初のご質問含めた総合的な社会資本

のメンテナンスにつきましては、社会資本の現

状や課題等について知ってもらい、その維持管

理、更新について情報の見える化を図っていく

ことが、道路をはじめとする社会資本のメンテ

ナンスについては重要な課題であることから、

その現状や課題について情報の見える化を図り、

分かりやすくお知らせすることを目的とした道

路施設における損傷マップビューアというもの

と、各県市町村ごとの老朽化対策の状況をホー

ムページ上で公開する取組が今年度より始まり

ます。最初は国、県道になりますが、近い将来

には市道においても損傷箇所の情報等が把握で

きるようになりまして、中長期的な効率的な補

修計画に役立つと考えております。何とぞよろ

しくご理解賜りたいと思います。 

 では、最後に、市民文化会館の設立について

ということで、今泉議員からは、文化のまち長

井市にするため美術館の設立について提言をい

ただきました。 

（「美術館だぞ」「訂正なさったから」の声あ

り） 

○内谷重治市長 美術館の設立ではないんですか。 

（「設立の考え」の声あり） 

○内谷重治市長 そうですね、はい。 

 議員からは、市民の生きる励ましになる市民

美術館を設立してはどうかというご提案をいた

だきました。理想としては、米沢市の上杉博物

館のような施設があればいいと思いますが、建

てるのであれば特定の者の作品だけではなく、

広く市民の皆様の作品なども展示できる施設の

ほうが望ましいかとは思います。 

 しかしながら、単独の美術館は相当な建設費

用と維持費、運営費がかかります。コロナウイ

ルス感染症がやがて終息するということだと思

いますが、入場者数がどのぐらい見込まれるか、

あるいは収益を含めて、その維持管理のための

経費をどうするかといったことなども大きな課

題だと思っております。 

 そのため、市で建設し、維持管理、運営する
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ことについては現実的になかなか難しいと考え

ております。 

 現在、菅原白龍、菊地隆知先生、また長沼孝

三先生の各氏の作品は丸大扇屋、長沼孝三彫塑

館、元西置賜農業共済組合などに保管しており

ますが、どの施設もいっぱいでこれ以上保管で

きる場所がない状況です。また、長沼孝三彫塑

館や芳文庫ギャラリーもありますが、常設で展

示できる施設やスペースも不足しているため、

長井市民文化会館や旧長井小学校第一校舎に持

ち出して展示しているような状況でございます。 

 さきに、昨日ですか、勝見議員からのご質問

にもお答えしましたとおり、今年度は実際に多

くの作品を市民の皆様等に見ていただける機会

を増やして、新たな作品の保管、展示施設やス

ペースの確保、またウェブ上でも見ていただけ

るよう、文化財のデジタル化を進めてまいりた

いと考えております。 

 また、長井市民文化会館、文教の杜、旧長井

小学校第一校舎と連携しまして、各施設の作品

の展示会や文化財を活用した芸術文化イベント、

シンポジウム等の開催、やまがたアルカディア

観光局と連携した事業なども実施していきたい

と考えております。 

 なお、先ほどお話ししました公共複合施設が

完成した後は、平成30年２月に最上川上流域に

おける長井の町場景観として国の重要文化的景

観に選定された区域のうち、宮・小桜街区を芸

術文化エリアとして整備していきたいなという

考えを持っております。あわせて、文教の杜周

辺の空き家、空き店舗などをまちなかギャラリ

ー、まちなか美術館としてリノベーションしな

がら活用する等々、文化のまち長井を感じられ

るようなまち歩きの観光交流や、あるいはワー

クショップの開催、グッズの販売などもこのエ

リア全体で取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

 まだ検討段階ではございますが、それとは別

に西置賜１市３町の文化施設を相互利用できる

ようにということで、白鷹町、飯豊町、小国町

の文化財を相互に展示したり、あるいは交流し

たりして、西置賜全体を芸術文化エリアとする

ことなども検討しております。 

 簡単に申し上げますと、一つの例としては、

長井市の長井市民文化会館、おかげさまでこれ、

リニューアルオープンしたわけですが、私ども

としては白鷹町のあゆーむとか飯豊町のあ～す

なんかも場合によっては使わせてもらってるわ

けですけど、例えば長井市民が白鷹町の施設を

使わせてもらう場合も、白鷹町の町民と同じよ

うな料金で使えると。一方で、長井市の市民文

化会館を使う場合も、白鷹町であったり飯豊町

であったり小国町の皆さんも市民と同じ料金で

使える、そんなことなどをして、お互い協力し

合って芸術文化の振興を図っていこうというこ

となどを検討しているところです。 

 ２月に菊地隆知版画記念館をすすめる会から

市民美術館の設立のご要望をいただきましたが、

その趣旨は十分理解しております。今後とも菊

地隆知先生の作品も含め、他の多くの芸術文化

作品、文化財を市民の皆様などに見ていただけ

るよう、市民の皆様や関係団体の皆様からご意

見をいただきながら、市民美術館の設立を含め、

展示、保管施設の確保や展示方法などについて

検討してまいりたいと思います。 

 今後の次期総合計画や文化振興計画において、

具体的な方針をお示ししたいと考えております。 

○浅野敏明議長 14番、今泉春江議員。 

○１４番 今泉春江議員 ご丁寧に答弁をいただ

きました。 

 まず、補聴器購入助成についてですけども、

昨日もちょっと答弁の中でありましたが、高齢

者の基礎調査ということで、２年に一度、調査

を行ってるというお話でした。こういうものが

ありまして、私たちにもアンケートも来ました。

そして中を見ると、高齢者の難聴者という項目
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は本当に１か所だけで、外出がどうしてできな

いのかということで、耳が聞こえにくいからな

んていうことで１か所だけのような調査結果で

した。 

 でも、先ほど市長の答弁によりますと、今年

度、難聴者のための調査という項目も増やすと

おっしゃってくださいました。やはり実態調査、

そういう基礎調査というのが非常に大事だと思

います。それによって補聴器が必要だという要

望が多くあったということでありましたら、や

はりその基礎調査を基に考えていただきたいと

思います。財源としても、先ほど対象者やその

金額とか、そういうものがちょっとはっきりし

ませんから、大体で50万円、60万円なんて申し

上げましたけども、調査によっていろいろと違

ってはくると思いますけども、ぜひまず基礎調

査を行っていただいて、長井市の高齢者の難聴

というものに対して実態調査ということを進め

ていただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

 それで、次の市道ですけども、今年度も改修

の予定もあるということですので、まず危険な

場所から順次改修していただきたいと思います。 

 あら町の石畳ですけども、今、市長からいろ

いろと提案いただきました。やはり長年使って

ますと、いろんなリスクというか、非常にそう

いうところが目立ってきてしまって、本当に今

年はあら町、気の毒なような道路の状況になっ

ております。ぜひ市長がおっしゃったように、

改修の手だてを考えていただきたいと思います。 

 市長からもおっしゃっていただきましたが、

あら町の道路の案が出たときに、あら町の方が

側溝の改修ということがありました。実際やっ

ぱりあの石畳になりまして、道路が広がりまし

たね、側溝の部分がね。そういう点では非常に

私は今までの道路と違って、広くなったという

ことで安全面もできたかなと、そういう点では

よかったなと思ってますけども、やはり使い勝

手が悪いということで、ぜひお考えいただいて、

いろいろ市長がおっしゃいました、どれが一番

いいのかということで、ご検討いただきたいと

思います。まず本当に市民の安全・安心という

ものを優先していただきたいと思います。 

 そして、最後の美術館について、いろいろ市

長のほうからお話ありました。私はやはり長井

市が水と緑と花のまちと、こういう自然のもの

がありますね、そこに文化がプラスになると、

文化というのは人がつくり出す、これからもつ

くっていく、そういうものがプラスになるって、

本当にすばらしいまちづくりというか、まちに

なるんでないかなと、何か胸がわくわくするよ

うな思いでございます。本当に文化というのは

ちょっとしたものであっても何か心が癒やされ

る、こういうコロナのときですから、本当にそ

ういうものが私たちの大きな生きる力にもなる

と思います。 

 市長のほうからは、いろんな方法があるんで

ないかということでございました。昨日の議員

の質問でも、デジタル化して見られるようにし

たいと、非常に今風というか、最近のアイデア

で、それも大変すばらしいことだと思います。

でもやっぱり本物を見るということが、それに

勝るものはないと思います。ですから、最終的

には美術館と文化を発信する場所というか、そ

ういうものが欲しいと思います。 

 やはり、特に版画なんかは、直射日光とかい

ろいろそういうもので劣化もするということも

言われておりますし、やはり美術というものは

そういう整った環境で見るということが非常に

必要だと思うんですね。将来的にそういうもの

を目指しつつ、長井市として今できることは何

かと。まちなか美術館とか、これから考えられ

る公共複合施設の中とか様々な方法があると思

います。そういうことを総合的に考えていただ

いて、最終的に美術館の設立という、その文化

を発信する場所ができればなと思っております。 
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 まずできることからということで、まちなか

の美術館ということで、そういうものを造るた

めの市長として援助というか、そういうものも

お考えいただきたいと思いますけども、いかが

でしょうか。 

○浅野敏明議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 今泉議員おっしゃるように、特に地元のそう

いったすばらしい芸術家の方が残された作品を、

やっぱりまずは市民の皆様、とりわけ次の若い

世代の人たちにも、できれば子供のうちから見

せたいものだなと思っております。 

 美術館については、なかなか整備手法として

は難しいんですね。補助事業的なものはないの

で、今考えられるところ。ですから、先ほど言

いました空き店舗とか空き家を活用した、リノ

ベーションして、それをギャラリーにしたり、

あるいはミニ美術館にする、テーマごとの美術

館でいいと思うんですね。 

 これは、例えば空き家の対策の支援事業とい

うのがありまして、そういったリノベーション

する場合ですと３分の２の補助をもらったりと

か、そういったことができますし、あとは美術

館をどのぐらいの規模にするかによって違うん

でしょうけども、やはりざっといって数億では

できませんので、数十億かかるだろうと。そう

いったときに、その財源もさることながら、運

営が非常に難しいと。 

 したがって、今、私どものほうで文化のほう

を非常にリスク、リスクっていいますか、もし

かしたら間違った考え方なのかもしれませんけ

れども、観光交流と文化、要はそういった資源、

財産を一緒に生かすということでの視点で、こ

れを様々なまちづくりに生かしていくとした場

合に、例えば文教の杜という一般財団があるわ

けですけども、やっぱり文教の杜がその担い手

の一つの団体だと思ってるんですね。あとは市

民の様々な団体がございますから、そういった

方々と手を取り合って芸術文化の振興を図って

いかなきゃいけないんですが、ハードはもちろ

んですが、そういったまちづくりの機運を、そ

ういった団体の皆様、あるいは文教の杜にも、

いろいろ今後の展開を図る上でみんなで知恵を

出し合って、どうしたらそういう美術館をずっ

と維持管理、運営できるかと、そして多くの

方々に見ていただけるかという、そういった視

点も併せて準備しながら検討してまいりたいと

思っております。 

 ぜひ、今すぐにはできないかもしれませんけ

ども、これは決して諦めてはならないなと思っ

ておりますんで、引き続きご助言、ご提言など

をいただければと思います。 

○浅野敏明議長 14番、今泉春江議員。 

○１４番 今泉春江議員 大変前向きなご答弁で

うれしく思います。 

 今この市役所が建ちました、この裏に親水公

園というのがありますよね。今、親水公園って

言っていいんでしょうかね、あそこに商工会議

所の女性部がご寄附なさった彫刻がありますね、

あれなんかも本当に、行ってみると、いやあ、

かわいいなと、鳥が水辺にいて、旅行かばんが

置いてあって、そこへ私も一緒に座ったり、本

当にたまにですけども、そういうものを見ます

と本当に心が癒やされます。 

 そして、台町の県営アパートがあるんですけ

ども、ガードレールみたいのが道路にありまし

て、ガードレールのところに小鳥がついてるん

です。ああいうのを見ても私は、あら、かわい

いなと。本当に豪華なものでなくても、やはり

そういうものがまちなかにあるということが非

常に、長井の文化の水準というか、そういうも

のも感じられるし、市民がほっとして、いやあ、

かわいいねと感じるだけでも本当に心の癒やし

になると思います。 

 ですから、市長も今おっしゃいましたけども、

最終的には美術館というものもいろいろ計画の
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中で考えていきつつ、市内のまちなか美術館と

いうものも１か所だけでなくて幾つかあって、

長井市というのはどこへ行ってもいろんな美術

品があったり、市民が発表する場所があったり、

そういうものがあって本当にいいよねって、買

物のついでにちょっと寄ってみようねとか、子

供も一緒に連れていって見ようねとか、やはり

そういう長井市が文化に取り組むという、そう

いう形ができていけばいいのかなと非常に思っ

ております。何かそういうことを考えると、私、

何かうれしくなって、本当にできるところから

始めていただきたいと思います。 

 市長の答弁は、最終的には美術館というもの

も考えていかなくちゃならないんでないかなと、

いろんな課題はあるとおっしゃってますけど、

当然でございます。やはりみんなで文化のまち

長井をつくっていきたいと思います。本当に夢

のある、夢だけじゃなくて、すぐ現実的なもの

になるんじゃないかなと思っております。市長、

ぜひ進めていただきたいと思います。 

 最後にそこを申し上げて、私の質問を終わり

たいと思います。 

 

 

 鈴木一則議員の質問 

 

 

○浅野敏明議長 次に、順位７番、議席番号１番、

鈴木一則議員。 

  （１番鈴木一則議員登壇） 

○１番 鈴木一則議員 政新長井の鈴木一則でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

 連日暑い日が続いていますが、関東甲信地方

が昨日ようやく梅雨入りいたしました。１週間

遅れということで、東北は今週末にかけてとい

う予報のようです。毎年、異常気象による集中

豪雨が発生していますので、災害発生時の対応

を念頭に置かなくてはならない季節となってき

ました。 

 新型コロナウイルス感染は県内では第四波の

下げ止まり感が出ていますが、ゴールデンウイ

ークの人出の影響がここまで延びている状況を

感じるとき、今後の観光などによる人の移動に

より、第五波という予想がされていますので、

新型コロナウイルスワクチン接種による免疫抗

体を持つ方の抑止効果を期待したいところです。 

 ワクチンを１回以上接種した人が国内で約

14％になり、65歳以上の高齢者の１回接種は約

33％、２回目も約６％という報道がありました。

県内の65歳以上の方への接種状況は、１回目終

了者が44％を超え、順調に進んでいると感じて

います。連日対応されている医療従事者や接種

準備等に尽力されている皆さんに感謝申し上げ

ます。 

 国では企業による職場接種や大学生の接種を

進め、７月中には64歳以下の接種も進めたいと

の意向ですが、インド株の感染の脅威も新たに

出ていますので、東京オリンピックを控え、移

動の活発な若い方への接種が少しでも早まって

ほしいと思います。 

 このたびの私の質問は２点です。順次ご質問

をいたしますので、ご答弁よろしくお願いいた

します。 

 １つ目の質問は、新産業団地整備について、

市長にお伺いをいたします。 

 初めに、新産業団地整備の進め方についてで

す。 

 ３月、産業活力推進課より、長井市農村地域

産業導入実施計画変更業務の令和２年度業務の

成果物の概要について説明をいただきました。

長井北地区とともに今泉地区が新規地区として

の事前調査が行われ、整備に向けた一歩と理解

したところです。 

 この実施計画では、長井北地区、いわゆる成

田の工業団地の継続と今泉地区を想定した新規

地区を導入する内容となっています。長井北地


